子どもが本を読むということ  －生活環境におけるメディアとしての本をめぐって－ by 後藤, さゆり




















































































































61 回学校読書調査によると、2015 年の１カ月間の平均読書冊数は、小学生は 11.2 冊、中
学生は 4.0 冊、高校生は 1.5 冊である。また、１カ月間に学校図書館で本を読まなかった不
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